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私立北嶺中・高等学校（北海道札幌市）では、昨年 12 月

に中学１年生～３年生まで全員 TOEFL Primary®、

TOEFL Junior ®Standardを受験しました。今回のテス

ト実施のきっかけや、実施時の様子などを、中学１年生担

当 藤原環樹先生、中学２年生担当 早乙女渚先生、中学

３年生担当 濱田裕介先生、英語科主任 石川さおり先生

にお伺いしました。 

 

■■■■今回今回今回今回のののの TOEFL PrimaryTOEFL PrimaryTOEFL PrimaryTOEFL Primary®®®®、、、、TOEFL JuniorTOEFL JuniorTOEFL JuniorTOEFL Junior®®®®    StandardStandardStandardStandard

のテストのテストのテストのテスト受験受験受験受験のごのごのごのご様子様子様子様子やややや、、、、結果結果結果結果をををを振振振振りりりり返返返返ってのごってのごってのごってのご感想感想感想感想をををを

教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。    

 

英語科主任 石川先生： 

今年度は、校長先生からの指示もあって、世界のスタンダードである TOEFL®を中学の全学年で実施するとい

う方向で検討・試行することになりました。スタートレベルの TOEFL Primary®、そしてその上のレベルの

TOEFL Junior® Standardを全員が受験しました。今回初めての実施で、生徒も教員も驚くことも多かったの

ですが、中３の TOEFL Junior® Standardの平均スコアは、CEFRで見ると、トータルで B1に迫るスコアで

あったという結果となり、よかったと思います。スコアが 800 点を超えるような生徒たちは、次には４技能の

TOEFL Junior® Comprehensiveへ、そして、さらに上のレベルへと目指していけたら、と思います。 

 

中学３年生担当 濱田先生： 

今回の TOEFL Junior® Standardでは特にリーディングのスコアが高く出ましたが、学校で特別な対策をした

わけではありません。文法・語彙を指導する中で、音に高い意識を持つこと・理解することだけにとどまらず、

それらを使えるようになるよう何度もトレーニングすることが大切だと伝えています。 

また、英語に対する好奇心やモチベーションをあげるために、授業のほか、放課後の英会話の活動や研修旅行

で外国人に京都の名所を生徒自身が説明する機会を設けるなど積極的に活動しています。 

これから、TOEFL Junior® Standardの問題にもあるような、まとまった文をすばやく読んだり、聞いたり

できる力を生徒につけてもらうよう、少しずつトレーニングできればと考えています。 

 

中学２年生担当 早乙女先生： 

学年全体として、英語に熱心で意欲的な生徒が多いと思います。授業では大学入試で力を発揮できることを目

標に指導しています。しっかり語彙力をつけることにも力を入れており、覚えた語彙も意味を知っているだけで

はなく、使えるものにするために、３回繰り返して学習をさせます。 

今回 TOEFL Primary®のテストを受けさせ、生徒たちは普段の学習で触れている英語とは違うな、と思った

ようです。リスニングは普段聞いているものよりも速く、戸惑うことが多かったのではないかと思います。 

テストに出てくる文章やリスニングの音声なども、日常生活で使われているような自然な英語で、これを生徒

に触れさせることができる良い機会であり、刺激にもなりました。 

 

 

左から濱田先生、石川先生、藤原先生、早乙女先生 



中学１年生担当 藤原先生： 

この学年は、入学当初から英語に高い関心のある生徒から、初めて英語に触れるような生徒まで、幅広く分布

する学年だと思います。今回の TOEFL Primary® Step1の結果を見ても、スコアが分散している感じを受けま

した。特に、リスニングの音声がナチュラルで、速いと感じた生徒たちが多かったように思います。 

学校では、やはり 4技能を意識した授業をしなければいけません。中でも現在は、「自分の思ったことを書く」

ことに取り組んでいる最中です。たとえば最近では過去や未来の時制を学習したばかりなので、それを使ってい

ろんな状況を想定して作文を書かせてみるなどしています。今は与えれば与えるだけ吸収できる時期ですし、そ

の素養もある生徒が多数います。今回の TOEFL®の結果を活用し、生徒たちのやる気を引っ張り「英語って楽

しい」と思わせるためにも「英語を使う意味」を伝えできるだけ興味を持たせるように意識して指導しています。 

 

■■■■先生方先生方先生方先生方のののの目指目指目指目指すすすす生徒像生徒像生徒像生徒像やややや、、、、英語学習英語学習英語学習英語学習のののの目標目標目標目標をををを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。    

 

中学３年生担当 濱田先生： 

生徒たちには「自立して英語が勉強できる人」になってもらいたいと考えています。単にテストを受けるだけ、

出された課題をこなすだけではなく、それをどう利用するのか考えられる人になってもらいたいですね。そして、

高校１、２年生になる頃には、自分のやり方をしっかりもった自分で学べる学習者になってもらいたいと願って

います。 

 

中学２年生担当 早乙女先生： 

私は外国語を学んでいくことを通して母国語を理解し、それに限らず、言語そのものを学んでいってもらいた

いと思っています。私自身、日本語が好きなので、こう思うのかもしれませんが。 

英語を丁寧に学ぶことを通して、日本語への理解が深まるといいですね。そして「言葉」を大事にできる人に

なってもらいたいと思います。 

 

中学１年生担当 藤原先生： 

そうですね。英語の力は、国語の力とのリンクがあると思います。私は言葉を通して「表現力」が豊かになり、

きちんと自分の考えが伝えられるようになってもらいたいと感じています。 

どうしても試験の回数が増えるにつれ「点数を取る」ことに意識が向いてしまいがちです。英語についても「ど

うやったらテストの点数が伸びるのか」とか、「そのためのスキルやテクニックとは何か」を知りたがるもので

すが、それだけで学習を進めていくといつかは頭打ちになってしまいます。ですので、ある一つのことを伝えた

い場合にもいろいろな方法があり、実際に自分でその方法を試していけるような学習をしてもらいたいと考えて

います。 

 

英語科主任 石川先生： 

英語を教える先生方は、どなたも同じように感じられていると思いますが、英語を学ぶことを通して、単に成

績を上げ、受験に合格するということだけではなく、世界の出来事に興味を持って、英語を自然に使っていって

もらいたいと願っています。 

時々、東京大学や、北海道大学に進学した卒業生たちが遊びに来てくれるのですが、その生徒たちに聞いてみ

ると、圧倒的に「大学では TOEFL®を受けています」という答えが返ってきます。今回のテスト受験を通して、

大学進学後にもつながる、そして、その後も世界で使える英語の力を実際に育てていきたいと考えています。 

（以上） 

 


